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交流を行うことで、モンゴル高専の学生にとっても日本に対する理解を深めるきっかけとなっ
た。特にモンゴル高専の日本語の授業で専攻科学生が日本語を用いて交流を行うことで、モンゴ
ルの学生の日本語教育のサポートにもなった。

 研究実績の概要

本研究課題では本科における交流と専攻科における交流を行った。
・本科における国際交流の実施
　１２月２５日にモンゴル高専の学生で日本語による本校学生との交流を希望する学生を対象
に、Zoomを用いて本校の学生との交流を行った。交流会では両国の文化の紹介や学校の紹介を行
い、質疑応答を行う方法で実施した。当日は約１０名のモンゴル学生と、１０名（途中参加の３
名含む）の産技高専学生が参加し、日本語で約２時間実施した。交流は両国の学生から活発に質
問がされて、関心の高さがうかがえた。特にモンゴル高専では１学年から日本語の授業が必修科
目として導入されており、モンゴルの参加学生は日本語で質問を行っていた。これらの事より、
モンゴル高専との交流は、英語に苦手意識を持っている学生においても、国際化の関心を持って
もらうには最適な交流先であると考えられる。
購入物品との関係：交流に必要なPCやカメラマイク、三脚等の購入
・専攻科における交流の検討
　専攻科学生と専攻科担当教員をモンゴルに派遣し技術交流が可能かを検討した。専攻科学生に
はモンゴル高専においてエンジニアリングデザイン導入の検討を行う目的で、専攻科エンジニア
リングデザインの授業の内容や作成した製品のプレゼンを行った。モンゴル高専の電気電子工学
科、機械工学科、建築工学科、コンピュータ工学科の４学科の学生に対して実施したところ、い
ずれのクラスにおいても多くの質問があり、モンゴルの学生の関心が高いことがわかった。専攻
科担当教員はモンゴル高専のコンピュータ工学科の教員とミーティングを行い、モンゴル高専に
おける教育の状況の把握と、今後の連携について意見交換を行った。コンピュータ工学科では教
員が３名しかおらず、授業内容も教員が独自に考えた方法で行うなど、教育のノウハウが確立さ
れていない状況である。本校で実施している授業のパワーポイントを提供するなど、本校からの
サポートを検討することになった。これを受けて、研究代表者が５年生で実施している「組込み
システム」の授業をモンゴル高専においても展開できるように検討を行った。
購入物品との関連：教員１名および専攻科学生２名の渡航費用、宿泊費、マイコンボードの購
入、電子部品の購入
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